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地域未来牽引企業とは ▶
経済産業大臣により選定された、地域経済の中心的な担い手となり
うる者を「地域未来牽引企業」と呼びます。

選定のメリット ▶

選定の方法 ▶
「データ」と「推薦」の２方式により選定。これまで、2017〜2020 年
度で、4,743者を選定。
データ部門 ： 民間調査会社が保有するデータベースを基に選定
推薦部門 ： 地方公共団体等の関係機関からの推薦を基に選定

❶ 企業のブランド価値向上が期待できます
知名度の向上により、学生採用や取引につながった事例もあり。

❷ 地域未来牽引企業向けの重点支援策が受けられます
経済産業省の補助金等を中心に、審査時の地域未来牽引企業優遇措置を実施。

❸ 課題解決のための相談や情報を受けることができます
地域未来コンシェルジュによる企業相談や各種情報提供を実施。

選定の基準

民間調査会社が保有する、企業の経営情報等に関するデータベースを活用して企業の順
位付けを行い、各都道府県で上位に位置する企業を選定。

従業員数営業利益  

当該事業者が所在する
都道府県外での販売額

当該事業者が所在する
都道府県内からの仕入額

【データ部門選定の評価項目】

データ部門

地方公共団体等の関係機関から推薦された企業を、有識者による評価に基づき選定。

【推薦部門選定の評価項目】

地域貢献への期待経営の特徴事業の特徴

推薦部門
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選定までのプロセス ▶

STEP1

企業の営業利益、従業員数、域外販売額、域
内仕入額から、企業の順位付けを行い、各
都道府県で上位に位置する企業を選定候
補企業として抽出。

STEP1

地方自治体等の関係機関から経済産業省
に対し、選定候補企業を推薦。

今後のスケジュール ▶
● 2020年度から、目標達成に向けた取組に対し、重点支援を実施。
● 2022 年度に中間評価、2024 年度に地域未来牽引企業を更新　 
　するための評価を実施する予定。

第３回（2019-20年度）
1,060 者

第2回（2018年度）
1,540 者

第1回（2017年度）
2,143 者

目標設定 中間評価

データ部門、推薦部門では、それぞれ次のプロセスにより、選定を行
います。

選定プロセス

データ部門 推薦部門

企業データベースからの候補選定

STEP2

選定候補企業に対し、経済産業省から選定
の意向について確認。

選定候補企業への意向確認

STEP3

選定企業は、「地域未来牽引企業」として経済産業省ホームページなどで公表。選定企業には選定
証を交付するとともに、地域未来牽引企業のロゴマークの提供や、経済産業省による様々な支援
を実施。

地域未来牽引企業の選定・公表

地方自治体等からの推薦

STEP2

被推薦企業について、「事業の特徴」「経営
の特徴」「地域貢献への期待」の観点から有
識者が行った評価結果に基づき、経済産業
省が選定の是非を判断。

有識者による評価・選定

選定

選定

選定

更新
の

判断
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地域未来牽引企業に求められること ▶
地域未来牽引企業は、地域経済の中心的な担い手となって地域経
済を牽引していくことが期待されています。そのため、地域未来牽引
企業には、地域での役割と、地域経済を牽引する目標を設定し、その
実現に向け事業活動に取り組むことが求められています。また、経済
産業省は、その取組を重点的に支援することで、地域経済の活性化
を実現していきます。

概要

地域に拠点を残しつ
つ、製品・サービスを
海外に輸出する、若
しくは、海外で生産・
提供する、又は、国
内で外 国 人の 消 費
を取り込む事業者

国内外で使用・消費
される製品・サービ
スについて、それら
の原材料・部品調達、
生産、流通、販売な
ど、サプライチェーン
の一部を担う事業者

地域の資源（農林水
産物、鉱工業品、技
術、食文化、自然景
観、観光資源等）を
活用して、製品・サー
ビスの生産・提供を
行う事業者

主に地域住民を対象
として、日常生活に
関わる製品・サービ
スの生産・提供を行
う事業者

目標例
輸出額
利益率 等

売上額
取引先数 等

観光客向け売上額
地域の雇用者数 等

住民向けサービス向上
財務強化 等

支援例
設備投資
新技術・商品開発
海外展開

設備投資
共同研究・開発

販路開拓
新商品開発
ブランディング

経営基盤の強化
IT導入
新サービス開発

 グローバル型 地域資源型 サプライチェーン型 生活インフラ関連型

事業者例

海外数十カ国に輸出
する国産シェアトッ
プの医療機器を有す
るメーカー（愛知県）

航 空宇宙事 業で高
精度の部品を製造す
るメーカー（茨城県）

地 元 の 伝 統 文 化
や 自 然 をアド ベ ン
チャー・ツーリズム
として提供する宿泊
業者（北海道）

イベントを企画し、
観光客誘致の取り組
みを進める鉄道会社

（和歌山県）

● 地域未来牽引企業の役割と目標例

デザイン：水戸岡鋭治
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重点支援のイメージ ▶
地域未来牽引企業が定めた、地域経済の中心的な担い手となって地域経済
を牽引するための目標を後押しするため、経済産業省では各種施策を通じ
て、地域未来牽引企業への重点的支援を行っています。

● 令和３ 年度 地域未来牽引企業に対する重点支援策のイメージ
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地域未来牽引企業の分布 ▶
● 定量的な基準と定性的な基準を勘案し、2017〜2020 年度で、
4,743者を選定。
※定量的な基準：営業利益、従業員数の実数及び伸び率、域外での販売額、域内の仕入額
※定性的な基準：自治体や商工団体、金融機関からの推薦に基づき、被推薦企業の地域 
　経済への貢献期待度等を評価
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北海道 126
青森県 86
岩手県 127

長野県 134

香川県 92
愛媛県 82
高知県 66

佐賀県 60

熊本県 109

鹿児島県 73 

福岡県 132

長崎県 83

宮崎県 89
大分県 65

沖縄県 72

 (2020年10月時点)

愛知県 168

滋賀県 97

大阪府 140

奈良県 87

鳥取県 89

岡山県 101

山口県 74

福井県 88

岐阜県 86
静岡県 164

三重県 87

京都府 118

兵庫県 152

和歌山県 117

島根県 87

広島県 99

徳島県 56

山梨県 67

千葉県 88

新潟県 154

東京都 95

富山県 85 

神奈川県 73

石川県 80

宮城県 137 

山形県 129 

茨城県 119 

群馬県 99

秋田県 89 

福島県 124

栃木県 104 

埼玉県 94 

全国	 4,743者 
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地域未来牽引企業の選定状況 ▶
● 選定企業の92%は中小企業。製造業を中心に、多様な業種から
幅広く選定。

中小企業（小規模事業者を除く）
85.8%

製造業
63.0%卸売・小売業

12.0%

建設業
8.0%

サービス業
（他に分類されないもの）
 7.2%

小規模事業者
7.1％

大企業
7.1％

運輸業、郵便業
3.4%

その他
3.7%

情報通信業
2.7%

規模別割合

業種別割合
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